
①
・
②
・
③
の
グ
ラ
フ
は
平
成

17
年
中
の
埼
玉
県
内
の
交
通
事
故

件
数
と
事
故
に
遭
っ
た
子
ど
も
の

状
態
お
よ
び
自
転
車
事
故
の
原
因

別
死
者
数
を
そ
れ
ぞ
れ
示
し
た
も

の
で
す
。

①
で
は
、
総
件
数
の
１
割
を
子

署
に
報
告
さ
れ
る
、
子
ど
も

た
ち
の
交
通
事
故
の
原
因
は

「
飛
び
出
し
」
が
ト
ッ
プ
に

な
っ
て
い
ま
す
。
子
ど
も
の
特

性
と
し
て
、
普
段
か
ら
交
通

ル
ー
ル
を
守
り
、
気
を
つ
け
て

い
て
も
、
何
か
別
の
こ
と
に
気

を
と
ら
れ
て
し
ま
う
と
、
一
時

停
止
を
せ
ず
に
、
結
果
的
に
飛

び
出
し
て
事
故
に
遭
っ
て
し
ま

う
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。

警
察
で
は
、
学
校
に
出
向
い
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子
ど
も
た
ち
は
、
経
験
が
不
足

し
て
い
る
た
め
に
予
測
が
苦
手
で

す
。
そ
の
た
め
に
ど
の
よ
う
な
危

険
が
あ
る
の
か
を
理
解
で
き
ず

に
、
事
故
に
遭
う
危
険
性
が
高

ま
っ
て
し
ま
う
の
で
す
。

お
巡
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さ
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聞
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事
故
を
防
ぐ
ポ
イ
ン
ト
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、
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や
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言
わ
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い
る
「
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に
気
を
つ
け
な
さ
い
」
と
い
う
注
意
を
忘
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が
ち
に
な

り
、
重
大
な
事
故
に
遭
う
危
険
が
高
ま
り
ま
す
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子
ど
も
た
ち
の
交
通
事
故
の
原
因
で
多
い
の
は
「
飛
び
出
し
」
に
よ

る
も
の
で
す
。
子
ど
も
た
ち
を
交
通
事
故
か
ら
守
る
た
め
に
、
私
た
ち

に
で
き
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
か
と
考
え
、
今
月
の
特
集
は
、
子
ど
も

た
ち
の
事
故
防
止
策
に
つ
い
て
探
り
ま
す
。

埼
玉
県
の
交
通
事
故
の

現
状
と
原
因

子
ど
も
の
特
性

〜
危
険
予
測
が
未
熟
〜

【グラフ②】死傷者の状態別構成比�

中 学 生 �

小4～6年�

小1～3年�

就 園 児 �

未就園児�

子供全体�

歩行中� 自転車乗用中� 車両同乗中等�

10% 73% 17%

16% 57% 27%

33% 42% 25%

30% 24% 46%

18% 20% 62%

21% 47% 32%

ど
も
が
占
め
て
い
る
こ
と

②
で
は
、
死
傷
者
の
約
半
数
が

自
転
車
乗
車
中
に
起
き
て
い

る
と
い
う
こ
と

③
で
は
、
一
時
不
停
止
や
無
理

な
横
断
が
事
故
の
主
な
要
因

で
あ
る
こ
と

が
そ
れ
ぞ
れ
わ
か
り
ま
す
。
つ
ま

り
、
交
差
点
や
信
号
の
な
い
場
所

死者�
63人�
死者�
63人�

信号無視 1人（1.6％）�

その他 30人（47.6％）�

一時不停止 18人（28.6％）�

交差点安全進行義務違反�
1人（1.6％）�

違反なし 8人（12.7％）�

ハンドル操作 2人（3.2％）�
優先通行  3人（4.8％）�

【グラフ③】�
　自転車事故の原因別死者数�

5
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構
成
率�

4.8%
6.9%

3.6%
6.5%

27.4%

25.7%
24.2%

29.9%

19.4%

16.6%

17.7%

17.3%

死　者�
負傷者�

構成率�

時間�

区分�

死 者 数 �

負傷者数�

3

573

50m�
以内�

4

1,091

100m�
以内�

17

4,078

500m�
以内�

15

4,745

1000m�
以内�

12

2,642

2000m�
以内�

11

2,746

2001m�
以内�

【グラフ④】死傷者の自宅から事故現場までの距離�

※調査不能の死傷者を除く。�

上
尾
警
察
署
　
交
通
課

宮
�

豊
　
さ
ん

で
事
故
が
起
き
や
す
い
と
い
う
こ

と
を
示
し
て
い
る
の
で
す
。

17年中�
交通事故総数�

53,564件�

子どもの事故件数�
5,275件（9.8％）�

【グラフ①】�

資料：(財)埼玉県交通安全協会｢交通安全のために｣平成17年中の交通事故から



こ
れ
ら
の
ポ
イ
ン
ト
を
家
庭
・

学
校
・
地
域
が
連
携
し
、
子
ど
も

た
ち
に
繰
り
返
し
指
導
し
て
い
く

こ
と
に
よ
っ
て
、
子
ど
も
た
ち
の

危
険
予
測
能
力
が
高
ま
り
、
事
故

防
止
に
つ
な
が
り
ま
す
。

楽
し
い
夏
休
み
を
過
ご
せ
る
よ

う
、
交
通
事
故
に
遭
わ
な
い
よ
う

に
交
通
ル
ー
ル
を
し
っ
か
り
と
守

る
習
慣
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

て
交
通
安
全
教
室
を
開
催
し
、

横
断
歩
道
の
渡
り
方
や
交
通

ル
ー
ル
に
基
づ
い
た
正
し
い
自

転
車
の
運
転
方
法
な
ど
を
指
導

し
て
い
ま
す
。
こ
の
教
室
で
気

づ
く
の
は
、
子
ど
も
た
ち
は
交

通
ル
ー
ル
を
よ
く
理
解
し
て
い

る
と
い
う
点
で
す
。
し
か
し
、

頭
の
中
で
は
非
常
に
よ
く
理
解

し
て
い
て
も
、
実
際
の
現
場
で

は
、
行
動
が
な
か
な
か
伴
わ
な

い
と
い
う
の
が
現
状
で
す
。

小
さ
な
子
ど
も
た
ち
に
、
事

故
の
危
険
性
を
予
測
さ
せ
る
の

は
難
し
い
こ
と
で
す
。
危
険
と

い
う
意
識
を
持
た
せ
る
た
め
に

は
、
保
護
者
の
方
々
が
「
こ
こ

の
場
所
は
こ
う
だ
か
ら
、
危
な

い
ん
だ
よ
」
と
具
体
的
に
繰
り

返
し
教
え
て
あ
げ
る
こ
と
が
大

切
で
す
。
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災害は忘れたころにやってくる

第20回 総合防災訓練

事故を防ぐために ～指導のポイント～

■日時 ８月26日(土)

８時30分～12時
■場所 町制施行記念公園

地震や風水害などの災害対策に関する
県の基本計画である「埼玉県地域防災計
画」の改定案に対して町民の皆様からの
意見を募集します。
【意見募集期間】
平成18年８月16日～９月15日まで

【計画原案の配布閲覧場所】
・県危機管理課ホームページ
・県危機管理課
・町生活安全課
【応募方法】
住所、氏名、ご意見を明記し、下記の

あて先へ送付してください。（郵送・
FAX・Eメールいずれも可）
【あて先】
埼玉県危機管理課
〒336-9301 さいたま市浦和区高砂3-15-1

FAX：830-4790

Eメール：a3115-03@pref.saitama.lg.jp
県危機管理課�830-3117問�

大規模な災害が発生すると、家屋が倒
壊し、多くの尊い命が失われるほか、私
たちの日常生活に欠かせない水道･ガス･
電気の供給がストップしてしまいます。
そのような状況に陥ったとき、的確に

対応し被害を最小限に抑えるためには、
日ごろから防災に対する意識を高め、地
域のみなさんがお互いに協力しあう姿勢
が大切です。
対象地区の住民のみなさんは、積極的

に参加しましょう。

●対象地区：志久、南本、北本、中央、
小貝戸、柴中荻、若榎

９月１日は『防災の日』
８月30日から９月５日は『防災週間』

①横断歩道を渡る
遠回りでも安全である

②停車している車の前後の横断は危険
である
反対車線の動きが見えないため

③斜め横断は危険
頭の向き、目の動きが目的方向に集中して、
まわりが見えなくなるため

①信号を守る
横断歩道を渡るときは自転車を降りて横断する

②交差点では必ず一時停止をする
標識のあるないにかかわらず、習慣化する

③急な進路変更はしない
後方の安全をしっかり確認してから通行する

「埼玉県地域防災計画」
改定案に対する意見募集

ま
た
、
④
の
グ
ラ
フ
か
ら
、
交

通
事
故
の
多
く
は
自
宅
近
く
で
起

き
て
お
り
、
原
因
は
油
断
で
あ
る

こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
悲
惨
な

事
故
を
防
ぐ
た
め
に
も
大
人
た
ち

の
繰
り
返
し
の
指
導
が
必
要
に
な

る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ

ん
。

!歩 行 時「道路の横断」

!自転車乗車時「交差点の横断」

自らの安全確認の徹底を

急な進路変更は事故のもと


